
※主観評価：実際に発生した音を人が聞き、うるささ
を比較評価するもの。

道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所

背 景

成 果

期待される効果

重点研究

１ 遮音性能に関する実態調査

今回提案した遮音工法

ローコスト高性能遮音工法の開発

共同・協力機関：林産試験場、工業試験場、(独)建築研究所、
(独)産業技術総合研究所、(一財)日本建築総合試験所、乾式遮音二重床工業会

・木造共同住宅において、ローコストな高性能遮音工法は普及していない。

・実際に人の生活で発生する音を考慮した、床の遮音性能の評価が行われていない。

２ 主観評価※による遮音性能の検証 ３ 工法の提案

・事業者や自治体に対して本工法の情報や技術を提供し、木造公営住宅や民間賃貸共同住宅の遮音性能向上に貢献します。

日常生活音に対する効果が高いローコストな木造床遮音工法を開発しました

遮音二重床の施工状況
0% 50% 100%

おもちゃなど物を落とす音

イス・家具などを引きずる音

掃除機の音

トイレの給排水音

足音

回答率

気になる 気にならない

○木造共同住宅の入居者は、足音や椅子
を引きずる音など、比較的軽い音が気に
なっていることがわかった。

○目標とする遮音性能を鉄筋コンクリート

造床(150mm厚)と同等に設定した。

○主観評価※により「遮音二重床」が「鉄筋

コンクリート造床(150mm厚)」と同等以

上の遮音性能を有することを確認した。

○また、日常生活音に対してうるさく感じ

ないことを確認した。

○遮音二重床を用いた工法を提案。

○従来の木造床工法で同等の遮音性

能を持たせる場合に比べ、50%以

上ローコストであることを確認。

民間賃貸住宅入居者にアンケートを実施
（回答者：515人）
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